
年
代

国
・
京

都
府

丹
後

上
世

屋
地

区
（
森

林
面

積
約

6
2
0
h
a／

全
面

積
約

6
5
0
h
a）

土
地

利
用

秩
序

の
変

化
1
9
0
0
-
1
9
3
0

1
9
0
0
年

頃
4
6
.8

%
の

土
地

は
共

有
地

サ
バ

エ
刈

り
に

よ
る

緑
肥

の
採

取
養

蚕
と

牛
の

肥
育

を
伴

う
稲

作
農

業
が

盛
ん

山
間

地
で

は
若

干
の

焼
畑

山
間

集
落

で
は

サ
サ

葺
き

民
家

が
卓

越
1
9
2
5
年

　
隣

村
木

子
集

落
で

大
火

1
9
0
8
年

　
集

落
大

火
　

　
　

　
　

→
奥

地
（
オ

ク
ヂ

）
の

共
有

林
を

大
坂

大
林

区
（
国

有
林

）
に

売
却

　
　

　
　

　
→

国
有

林
広

葉
樹

資
源

か
ら

の
炭

生
産

で
復

興
1
9
2
0
年

頃
ま

で
山

を
越

え
た

内
山

集
落

で
は

ブ
ナ

の
あ

が
り

こ
を

薪
利

用
1
9
2
9
年

　
上

世
屋

集
落

6
0
戸

集
落

か
ら

の
距

離
、

地
形

条
件

に
あ

わ
せ

た
土

地
利

用
秩

序
が

存
在

1
9
3
0
-
1
9
6
0

1
9
3
9
年

　
府

木
炭

増
産

の
奨

励 1
9
5
0
年

代
末

よ
り

府
内

の
薪

炭
消

費
量

激
減

化
学

肥
料

普
及

に
よ

り
サ

バ
エ

刈
り

停
止

戦
前

、
パ

ル
プ

材
需

要
で

の
広

葉
樹

伐
採

始
ま

る
京

都
府

の
地

方
事

務
所

設
置

戦
中

、
ア

カ
マ

ツ
か

ら
松

根
油

採
取

の
た

め
強

制
伐

採
1
9
5
0
年

代
ア

カ
マ

ツ
を

パ
ル

プ
材

と
し

て
乱

伐
1
9
5
9
年

　
隣

村
木

子
集

落
で

大
火

1
9
4
4
年

　
集

落
大

火
　

　
　

　
　

→
共

有
林

（
観

音
山

）
を

開
放

し
，

炭
生

産
で

復
興

資
金

に
1
9
5
0
年

頃
ま

で
に

全
戸

復
興

　
　

　
　

（
→

戦
後

に
も

関
わ

ら
ず

非
常

に
伝

統
的

な
工

法
で

の
再

建
，

　
　

　
　

　
ほ

ぼ
地

元
材

）
1
9
5
4
年

　
世

屋
村

合
併

し
て

、
宮

津
市

に
1
9
5
8
年

こ
ろ

　
オ

ク
ヂ

の
残

り
の

共
有

林
を

国
有

林
に

売
却

を
は

か
る

も
　

　
　

　
　

　
　

　
思

っ
て

い
た

よ
り

面
積

狭
く
断

念

大
き

な
土

地
利

用
秩

序
は

保
た

れ
る

も
の

の
、

利
用

方
式

の
多

様
性

が
失

わ
れ

て
い

く

1
9
6
0
-
1
9
9
0

1
9
6
0
年

　
木

材
輸

入
自

由
化

1
9
6
8
年

　
府

内
の

木
炭

生
産

量
1
0
年

前
の

1
/
1
0
に

1
9
7
0
年

　
コ

メ
生

産
調

整
本

格
化 1
9
8
7
年

　
リ

ゾ
ー

ト
法

焼
畑

停
止

プ
ロ

パ
ン

ガ
ス

普
及

1
9
6
3
年

　
三

八
豪

雪
三

八
豪

雪
以

降
離

村
廃

村
相

次
ぐ

1
9
6
0
年

代
後

半
丹

後
ち

り
め

ん
好

景
気

国
有

林
で

の
拡

大
造

林
1
9
8
2
年

　
丹

後
国

営
農

地
開

発
始

ま
る

1
9
6
0
年

代
　

サ
サ

集
団

開
花

枯
死

1
9
6
0
年

代
後

半
ま

で
で

炭
焼

き
ほ

ぼ
停

止
1
9
6
8
年

　
以

降
男

性
住

民
の

多
く
が

営
林

署
の

作
業

員
に

従
事

　
　

　
　

　
　

→
国

有
林

で
の

拡
大

造
林

を
担

う
1
9
7
0
年

　
上

世
屋

集
落

3
8
戸

　
　

　
　

　
　

こ
の

頃
ま

で
に

農
家

で
の

役
牛

の
飼

養
停

止
　

　
　

　
　

　
女

性
は

機
織

り
に

従
事

す
る

よ
う

に
1
9
7
3
年

　
丹

後
縦

貫
林

道
開

通
　

　
　

　
　

　
→

以
後

パ
ル

プ
材

の
広

葉
樹

伐
採

盛
ん

に
1
9
7
7
年

　
上

世
屋

の
棚

田
で

の
無

農
薬

米
契

約
栽

培
開

始
1
9
8
2
年

　
世

屋
の

里
協

会
（
後

の
ふ

る
さ

と
協

議
会

）
発

足
1
9
8
4
年

　
世

屋
高

原
旅

行
村

開
園

（
世

屋
の

里
協

会
管

理
運

営
）

1
9
8
6
年

　
一

般
の

サ
サ

葺
き

民
家

な
く
な

る
（
公

的
施

設
の

み
に

）
　

　
　

　
　

　
藤

織
り

保
存

会
活

動
開

始

従
来

の
利

用
秩

序
と

異
な

る
場

所
で

の
大

規
模

な
植

林
の

展
開

異
令

林
パ

ッ
チ

の
均

質
化

ラ
ン

ド
ス

ケ
ー

プ
中

で
の

若
齢

林
・

草
地

の
減

少
サ

サ
葺

き
慣

行
ほ

か
伝

統
文

化
の

維
持

が
集

落
だ

け
で

は
困

難
に

1
9
9
0
-

2
0
0
0
年

　
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
制

度
2
0
0
3
年

頃
よ

り
自

然
公

園
拡

大
の

動
き

1
9
9
0
年

頃
よ

り
官

行
造

林
盛

ん
1
9
9
0
年

代
後

半
よ

り
ナ

ラ
枯

れ
拡

大
2
0
0
0
年

代
に

入
り

獣
害

拡
大

2
0
0
2
年

　
内

山
ブ

ナ
林

府
自

然
環

境
保

全
地

域
に

指
定 2
0
0
7
年

　
国

定
公

園
拡

大

1
9
9
1
年

　
丹

後
の

藤
織

り
民

俗
無

形
文

化
財

指
定

1
9
9
4
年

　
火

災
で

３
戸

全
焼

1
9
9
6
年

　
上

世
屋

集
落

1
2
戸

2
0
0
3
年

　
N

P
O

法
人

里
山

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

世
屋

設
立

2
0
0
4
年

　
台

風
2
3
号

に
よ

る
激

甚
被

害
2
0
0
5
年

　
サ

サ
葺

き
実

習
棟

再
生

開
始

2
0
0
7
年

　
集

落
全

域
が

国
定

公
園

に
指

定
　

　
　

　
　

　
台

風
2
3
号

に
よ

る
被

害
民

家
を

解
体

調
査

耕
作

面
積

激
減

過
疎

と
高

齢
化

の
著

し
い

進
行

集
落

に
関

与
す

る
人

々
の

入
れ

替
わ

り
と

，
新

た
な

景
観

保
全

の
動

き

近
畿

班
資

料
【
丹

後
地

域
編

】
 0

7
0
9
2
9


